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≪ごあいさつ≫

　当社は昭和29年に創業以来着実に成長し、現在宮崎県高鍋町に

本社を置き、宮崎市と東京に支店を有する総合建設会社です。

　個人住宅から高層ビルまで、高度な技術と近代的な感覚で

高品質の建物を造り上げる建築部と道路・橋梁及び造成、舗装等を

主とする土木部の2分野からなっています。

　”企業は人なり”といわれるように、企業の発展と業績の向上には

活力ある人材による組織づくりが望まれます。

　当社もこれを経営理念とし、社員一人一人が個性と能力を十分に

発揮しかつ夢と生きがいを見出せる社内体制づくりに努力しています。

　近代的技術を駆使した優秀な技術陣と、着実安定を基調にした

経営陣により企業を繁栄させ社員一丸となり”大地に根ざす企業を

目指して”努力してまいります。

株式会社　増田工務店

代表取締役社長　増田　祐介

2021年11月1日
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1. 環境経営方針

≪基本理念≫

　当社は、”和を尊ぶ人作り””企業は人なり”を基本理念とし社員一人一人が

夢の実現と生きがいを感じられる組織作りに努めます。

　総合建設業として物を創ることと地球環境の保全の両立を目標とし達成に向けて

社員一丸で環境問題の改善に取り組み”地域に根ざした企業”を目指します。

≪環境経営方針達成への行動指針≫

1. 次の事項について環境経営目標・計画を定め継続的な改善に努めます。

（１） 節電・省エネルギーに努め、二酸化炭素の排出量を削減します。

（２） 工事現場から発生する廃棄物及び事業所の廃棄物は、リサイクルに努め廃棄物の排出量を

削減します。又、省エネルギー製品の使用を提案します。

（３） 節水活動により水使用量の抑制に努めます。

（４） グリーン製品の積極的な利用に努め、自然環境に配慮した業務に取り組みます。

　又、関係機関等への提案も行います。

（５） 環境保全の為のボランティアへの積極的な参加、地域での社会貢献活動に努めます。

（６） SDGｓの周知・実行により、社員が働きがい、生きがいを感じる会社づくりに努めます。

2. 当社の事業活動において関連する環境関連法規制や当社が約束した事を

遵守します。

3. 当社が定めた環境経営方針や方針に対する環境経営目標と環境経営計画を

全従業員に周知します。

4. 環境経営方針を全従業員及び協力会社に開示するなど環境コミュニケーション

を推進し環境経営レポートを公開します。

 株式会社 増田工務店

代表取締役社長　増田　祐介

制定：

1

2021年6月1日

環 境 経 営 方 針



2. 事業活動の概要
更新日：　

作成者：　 藤田　弘徳

（1） 事業所名及び代表者名
株式会社増田工務店
代表取締役社長　増　田　祐　介

（２） 創立 昭和29年6月1日

（3） 所在地及び活動範囲
本　　　社 宮崎県児湯郡高鍋町大字北高鍋4750
宮崎支店 宮崎市南花ケ島町185
東京支店 東京都台東区下谷3丁目8-9
本社資材倉庫 宮崎県児湯郡高鍋町大字北高鍋４７１２－１

（4） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者 環境管理責任者

品質安全管理部課長
担当者 品質安全管理部事務 吉野　輝美 TEL：0985-28-3636

（5） 事業内容
【総合建設業】
土木構造物の施工、並びに建築物の設計及び施工
［建築工事、土木工事、舗装工事、しゅんせつ工事、鋼構造物工事、内装仕上げ工事、解体工事］

［許可］建設業許可　 国土交通大臣許可　特-３０　　第８９９０号
［登録］一級建築士事務所登録 宮崎県知事登録　第B-4451号
［免許］宅地建物取引業者免許 宮崎県知事（2）4359第号

（6） 事業の規模

従業員数 99 (2022年9月末現在)

工事件数 (2021年10月～2022年9月期)

本社 宮崎支店 東京支店 現場担当 資材倉庫
従業員　　　　　 7 27 2 63 無人
事業場総敷地面積 7,816 ㎡
事業場総床面積 2,759 ㎡

（7） 事業年度 10月～9月

2022.11.01

2

藤田　弘徳 TEL：0985-28-3636



（8） 組織図

※2009年2月8日付更新・登録より東京支店サイトも認証・登録されました。

※認証・登録の対象となっている全組織、全活動

　1、本社

1）所在地 宮崎県児湯郡高鍋町大字北高鍋4750

2）従業員数 7 名 現場担当 21 名

3）事業内容の概要 建築工事、土木工事、舗装工事、しゅんせつ工事

鋼構造物工事、内装仕上げ工事、解体工事

4）電話番号 0983-23-3333

5）FAX番号 0983-23-2831

6）環境管理担当者氏名 中野栄治

　2、宮崎支店

1）所在地 宮崎県宮崎市南花ヶ島町185

2）従業員数 27 名 現場担当 37 名

3）事業内容の概要 建築工事、土木工事、舗装工事、しゅんせつ工事

鋼構造物工事、内装仕上げ工事、解体工事

4）電話番号 0985-28-3636

5）FAX番号 0985-29-3256

6）環境管理担当者氏名 吉野輝美

　3、東京支店

1）所在地 東京都台東区下谷3-8-9-301

2）従業員数 2 名 現場担当 5 名

3）事業内容の概要 建築工事、鋼構造物工事、内装仕上げ工事

4）電話番号 03-5824-0107

5）FAX番号 03-5824-0125

6）環境管理担当者氏名 高橋俊一

3

宮崎支店 東京支店

本社



3. 環境経営活動実施体制

更新日：　

作成者：　 藤田　弘徳

環境経営システム　 【役割・責任・権限】
● ●

●

●

● 環境経営レポートの承認
● ●

● ●

● ●

●

● ●

● ●

● ● 環境関連の外部コミュニケーションの窓口
● 環境経営の実績集計 ● 環境経営レポートの作成、公開
● ●

●

● ●

● ●

● ●

●

●

● ●

●

● ●

代表者

環境管理責任者
（本社、宮崎支店、東京支店）

環境管理担当者
（本社）

（宮崎支店）
（東京支店）

管理部
（総務課）
（経理課）

土木部 業務部 営業部
(設計部含）

2021.10.29

環境経営方針の策定・見直し及び

環境経営システムの実施に必要な人 全従業員へ周知

作業所 作業所

（部門）

環境管理責任者 環境経営システムの構築、実施、管理 環境経営の取組結果を代表者へ報告

環境関連法規制等の取りまとめ表承認 環境経営レポートの承認確認

建築部
品質安全
管理部

代表者 環境経営に関する統括責任

環境負荷の自己チェック及び環境への 環境関連法規制等取りまとめ表に基づく

設備、費用、時間、技術者を準備・提供 環境経営目標・環境経営計画書を承認

する。

管理責任者を任命 経営における課題とチャンスの明確化

部門長 自部門における環境経営システムの実施 自部門に関連する環境経営活動計画実施

自部門の従業員に対する教育訓練の実施 特定された項目の手順書及び運用管理

環境経営目標・環境経営計画書を確認

環境管理担当者 環境管理責任者の補佐 環境関連法規制等の取りまとめ表の作成

取組の自己チェック実施　（事務所編） 遵守評価の実施

環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

実施 為の手順書作成、ﾃｽﾄ、訓練、記録の作成

自部門の問題点の発見、是正、予防処置の 自部門の特定された緊急事態への対応の

自部門における環境経営方針の周知 及び達成状況の報告

全従業員 環境経営方針の理解と環境への取り組みの 電気と化石燃料削減意識を持つ

重要性自覚 無駄な水消費を抑え、節水の徹底

作業所長 環境に関する情報の収集、分析 現場の作業員やその事業主に自社の

環境負荷の自己チェック及び環境への 環境経営方針に関する周知、教育

4

決められたことを守り、自主的・積極的に 廃棄物の削減と分別の徹底

環境経営へ参加

取組の自己チェック実施　（作業所編） 産業廃棄物の取りまとめ集計



4-1．環境経営目標　

藤田　弘徳

環境経営目標として下記項目について取り組む

１．二酸化炭素排出量の過去3年間(2015年～2017年）の平均実績値の維持

①電気使用量の過去3年間の平均実績値

②化石燃料の過去3年間の平均実績値
※軽油は協力会社の調達であるため、目標管理は行いません。

２．一般廃棄物（焼却）の過去3年間(2015年～2017年）の平均実績値の維持

３．一般廃棄物（資源回収）の再資源化率の向上

４．水資源使用量の過去3年間(2015年～2017年）の平均実績値の維持

５．環境配慮製品の販売促進

６．環境保全の取組推進

更新日：

作成者：

2020.11.20
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4-2.環境経営目標(数値目標） 更新日：　 2020.11.20

作成者：　 藤田　弘徳

　当社の2021年度からの環境経営目標は、売上高当たりの基準値の維持を目標に設定しました。

≪過去3年間（2015年度～2017年度）の実績値の平均値を2021年度～2023年度の目標の基準値に定める≫

基準値 2021年度 2022年度

2015～2017
年度の平均

実績値

2020年10月
～2021年9月

2021年10月
～2022年9月

全サイト 万円 691,500 691,500 691,500
kg-CO2 36,149 36,149 36,149

 1.二酸化炭素排出量の削減　　　　　 kg-CO2/万円 0.052 0.052 0.052

　　（kg-CO2） kg-CO2 113,551 113,551 113,551

kg-CO2/万円 0.164 0.164 0.164

kg-CO2 1,988 1,988 1,988

kg-CO2/万円 0.003 0.003 0.003

kg-CO2 151,688 151,688 151,688

kg-CO2/万円 0.219 0.219 0.219

kWh 29,263 29,263 29,263

kＷｈ/万円 0.042 0.042 0.042

kWh 44,754 44,754 44,754

kＷｈ/万円 0.065 0.065 0.065

kWh 4,305 4,305 4,305

kＷｈ/万円 0.006 0.006 0.006

kWh 78,322 78,322 78,322

kＷｈ/万円 0.113 0.113 0.113

現場
L 9,746 9,746 9,746

L/万円 0.014 0.014 0.014

L 39,998 39,998 39,998

L/万円 0.058 0.058 0.058

東京支店
L 49,744 49,744 49,744

L/万円 0.072 0.072 0.072

現場
全サイト

現場
kg 312 312 312

kg/万円 0.0005 0.0005 0.0005

kg 739 739 739

kg/万円 0.0011 0.0011 0.0011

kg 86 86 86

kg/万円 0.0001 0.0001 0.0001

kg 1,137 1,137 1,137

kg/万円 0.0016 0.0016 0.0016

本社 43.0% 43.0% 43.0%

宮崎支店 66.7% 66.7% 66.7%

東京支店 63.0% 63.0% 63.0%

全サイト 57.6% 57.6% 57.6%

現場

ｍ3 222 222 222

ｍ3/万円 0.0003 0.0003 0.0003

ｍ3 226 226 226

ｍ3/万円 0.0003 0.0003 0.0003

ｍ3 48 48 48

ｍ3/万円 0.0001 0.0001 0.0001

ｍ3 496 496 496

ｍ3/万円 0.0007 0.0007 0.0007

現場

※二酸化炭素排出量の購入電力排出係数は九州電力の0.462(㎏-CO2/kWh)を採用しています。
※軽油は現場の協力会社の調達であるため、目標管理いたしません。
※当社の化学物質の直接の取り扱いは無いので、目標管理いたしません。 6

3.水資源使用量の抑制
(年間水資源総使用量)

                  (m3)

全サイト

本社

宮崎支店

本社

宮崎支店

本社

東京支店

②化石燃料1
　（ガソリン）の削減
　　　　　　  (L)

本社

宮崎支店

2

5.環境保全の取組推進
　(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動目標回数)

全サイト

4.環境配慮製品の
　販売促進　(情報提供回数)

全サイト

全サイト

③建設副産物廃棄方法
 の遵守

②再資源化（資源回収）

　率の向上
            　    (%)

宮崎支店

東京支店

東京支店

全サイト

③化石燃料3
（灯油）の削減　  (L)

①一般廃棄物（焼却）

　の削減
               　 (㎏)

全サイト

①電気使用量の削減
　　　(総電気使用量)
　　　　　　(kWｈ)

取組み項目

（目標項目）（単位）

実施区

売上高(万円)

単位

本社

宮崎支店

東京支店

全サイト

2

222

2

設計書（施工計画書）通りの適正廃棄を行う。
建設資材の可能な限り再生品を使用します。

水使用量の抑制に努めます。

年度別環境経営目標　(年間総量)

現場の取り組み計画を遵守します。

東京支店の車の使用はありません。

現場の取り組み計画を遵守します。

全サイトの灯油使用はありません。

現場の取り組み計画を遵守します。



5.環境経営目標の実績 （2022年実績） 更新日：　 2022.10.30

作成者：　 藤田　弘徳

※2021年10月～2022年9月までの1年間の実績は以下の通りです。

※売上高当たりの基準値を基に達成評価を行っています。

目標値 実績値 達成率 評価

全サイト 万円 691,500 660,000
kg-CO2 36,149 31,619

 1.二酸化炭素排出量の削減　　　　　 kg-CO2/万円 0.05228 0.04791 109% 達成

　　（kg-CO2） kg-CO2 113,551 80,052

kg-CO2/万円 0.16421 0.12129 135% 達成

kg-CO2 1,988 1,799

kg-CO2/万円 0.00287 0.00273 105% 達成

kg-CO2 151,688 113,470

kg-CO2/万円 0.21936 0.17192 128% 達成

kWh 29,263 31,749

kＷｈ/万円 0.04232 0.04810 88% 未達成

kWh 44,754 43,252

kＷｈ/万円 0.06472 0.06553 99% 未達成

kWh 4,305 3,891

kＷｈ/万円 0.00623 0.00590 106% 達成

kWh 78,322 78,892

kＷｈ/万円 0.11326 0.11953 95% 未達成

L 9,746 7,302

L/万円 0.01409 0.01106 127% 達成

L 39,998 25,873

L/万円 0.0578 0.0392 148% 達成

東京支店
L 49,744 33,175

L/万円 0.07194 0.05027 143% 達成

kg 312 264

kg/万円 0.00045 0.00040 113% 達成

kg 739 336

kg/万円 0.00107 0.00051 210% 達成

kg 86 64

kg/万円 0.00012 0.00010 128% 達成

kg 1,137 664

kg/万円 0.00164 0.00101 163% 達成

本社 43.0% 62.3% 145% 達成

宮崎支店 66.7% 76.5% 115% 達成

東京支店 63% 66.9% 106% 達成

全サイト 57.6% 68.6% 119% 達成

ｍ3 222 164.5

ｍ3/万円 0.000321 0.000249 129% 達成

ｍ3 226 270.5

ｍ3/万円 0.000326 0.000410 80% 未達成

ｍ3 48 45

ｍ3/万円 0.000069 0.000068 101% 達成

ｍ3 496 480

ｍ3/万円 0.000717 0.000727 99% 未達成

※二酸化炭素排出量の購入電力排出係数は九州電力の0.462(㎏-CO2/kWh)を採用しています。
※軽油は現場の協力会社の調達であるため、目標管理いたしません。
※当社の化学物質の直接の取り扱いは無いので、目標管理いたしません。
※取組み項目4・5の評価は、環境保全の取組みが実施された場合を達成としています。
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5.環境保全の取組推進
　(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動目標回数)

全サイト 2 5 達成

4.環境配慮製品の
　販売促進　(情報提供回数)

全サイト 2 0 未達成

3.水資源使用量の抑制
(年間水資源総使用量)

                  (m3)

本社

宮崎支店

東京支店

全サイト

2
.

廃
棄
物
の
削
減

①一般廃棄物（焼却）

　の削減
               　 (㎏)

本社

宮崎支店

東京支店

全サイト

②再資源化（資源回収）

　率の向上
            　    (%)

②化石燃料1
　（ガソリン）の削減
　　　　　　  (L)

本社

宮崎支店

東京支店の車の使用はありません。

全サイト

宮崎支店

東京支店

全サイト

①電気使用量の削減
　　　(総電気使用量)
　　　　　　(kWｈ)

本社

宮崎支店

東京支店

全サイト

取組み項目 実施区 単位
年度別環境経営活動　(年間総量)

売上高(万円)

本社



6-1.環境経営計画とその取組結果・評価（事務所）

【事務所（3サイト合計）】
評価基準： ◎よくできた(達成率：100％）　○まあまあできた（99～80％以上）　

△あまりできなかった（79～50％以上）　×全くできなかった（50％未満） ※値＝年間総量です。

達成率＝目標値/実績値＊100

達成状況 継続／変更

電気使用量の削減 売上高比率
目標値： 78,322 kWｈ 0.11326 95%

実績値： 78,892 kWｈ 0.11953 未達成

①エアコン設定温度の適正化 ◎ 継続 引き続き節電の意識を高く持ち目標達成に取り組んでいく。

　（冷房28℃　暖房22℃）

②窓の開閉により外気の自然風を取り込み ◎ 継続
　　冷房使用時間を減らす。

③クールビズ・ウオームビズの推進 ◎ 継続
④電化製品更新時の省エネ電化製品への更新 ◎ 継続

目標値： 49,744 ℓ 0.07194 143%

実績値： 33,175 ℓ 0.05027 達成 　ガソリンの使用数量削減に関しては、ハイブリッド型

◎ 継続 営業車2台を購入したことにより、今期のガソリン使用量は

◎ 継続 かなり減少した。　

〇 継続 今後もエコドライブのこまめな呼びかけや、燃費の良い

④社員が業務で使用する車更新時の省エネ車への 〇 継続 車の購入を呼びかけて目標達成に取り組んでいく。

　更新促進

目標値： 1137 ㎏ 0.00164 163%

実績値： 664 ㎏ 0.00101 達成 分別によるリサイクルの推進とシュレッダーによる

①裏紙の再利用促進 ◎ 継続 用紙処分の抑制の効果があった。

②徹底した分別によるリサイクルの推進 ◎ 継続
③シュレッダーによる用紙処分の抑制 ◎ 継続 　今後も徹底した分別管理を促し焼却処分の抑制に取組む。

目標値： 57.6 % 119%

実績値： 68.6 % 達成 資源ごみの分別により再資源化率が向上した。

①新聞紙の古紙回収 ◎ 継続
②段ボールの分別回収 ◎ 継続
③ペットボトル類の分別回収 ◎ 継続 　今後も細かに分別して再資源化率の向上に取組む。

目標値： 496 ㎥ 0.000717 99%

実績値： 480 ㎥ 0.000727 未達成

①蛇口の水漏れチェック ◎ 継続 感染症予防を図りながらも節水の意識を高める。

②水を小まめに止める ○ 継続
③水道管の漏水点検 ◎ 継続

目標値： 2 回

実績値： 0 回 達成 　設計や工務担当者が環境配慮施品情報の収集や発信を行い

①販売提案 ◎ 継続 設計、施工計画の段階でその情報を発注者や設計者へ情報

提供する取り組みを行っていく。

目標値： 2 回

実績値： 5 回 達成

○ 継続 　今後も、現場を含めて全社でﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に積極的に

参加し、地域社会貢献に取り組んでいく。

□上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し
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□上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

水資源使用料の抑制

一般廃棄物（資源回収）の再資源率の向上
□上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

□上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

更新日：
作成者：

□上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

一般廃棄物（焼却）の削減

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減

①無駄なアイドリングは行わない

評価と次年度の取り組み内容

□上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

取り組み計画

2022.11.1
藤田　弘徳

環境保全の取組推進

③リモート会議の利用推進

環境配慮製品の販売促進

□上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

②車両の点検整備

①地域社会のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ奉仕の積極参加



6-1.環境経営計画とその取組結果・評価（作業所）
【作業所】

評価基準： ◎よくできた(達成率：100％以上）　○まあまあできた（99～80％以上）　

△あまりできなかった（79～50％以上）　×全くできなかった（50％未満）

目標値
実績値

継続／変更

・建設機械等の作業は、過剰な負荷を 継続 ・ｱｸｾﾙ7割運動は周知徹底されているが、現場の状況により
　かけないようにする。（ｱｸｾﾙ7割運動） 　柔軟な対応をしている。又、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ付の重機使用
・建設機械等は定期的に自主検査の他、 継続 　などで燃料削減を図っている。
　施工開始時に点検を実施する。 ・現場への相乗り通勤は施工計画に沿って実施している。
・建設車両等の過積載防止。 継続 ・重機の始業前点検や空気圧の適正化及び過積載防止等は
・建設現場通勤は出来るだけ相乗り通勤の推進。 継続 　徹底して実施している。
・車両運転時の早めのｱｸｾﾙｵﾌによる燃費向上。 継続 ・現場の作業員の新規入場時の環境教育の実施。
・建設車両のﾀｲﾔ空気圧の適正維持。 継続 　次年度も以上の施策を継続して実施推進していく。

80%

79.0%

98.8%

○

②廃棄物（建設副産物）の排出抑制

　ﾘｻｲｸﾙ、適正処理

・建設資材発注時の使用数量の再ﾁｪｯｸし 継続 ・残余材発生防止や廃棄物の分別などは、朝礼や打合せ
　残余材の発生抑制。 　時に全員に協力を依頼している。このため、建設現場

・廃棄物は出来るだけ分別して、 継続 　でも分別と再資源化の意識が向上している。
　最終処分の削減。 　次年度も継続して排出抑制とリサイクル・再資源化を

・廃棄物処理は出来るだけﾘｻｲｸﾙできる 継続 　推進していく。
　業者への依頼。 ・環境関連法規制等で新たに規制された事項を確実に

・資材、包装等の簡素化依頼。 継続 　把握し、適切な対応や対策に取り組む。

80%

83.6%

104.5%

◎

③建設現場での環境配慮
・環境配慮型工法の採用や環境配慮型施工への 継続 ・特に民間建築現場では、環境配慮資材の使用や省エネ

　提案。 　住宅・機器などの説明と提案を実施している。

・建設資材は出来るだけ再生資材等、環境に 継続 　又、使用資材の安全性の説明にし使用資材のＳＤＳを

　配慮した資材の使用。 　添付するなど、施主への環境配慮の提案を実施している。

・再生資源等環境配慮の資材使用の施主への提案。 継続 ・使用する重機や機器は出来る限り低騒音・低振動・

・使用資材はSDSを添付して使用資材の 継続 　低排出ガス及び省エネタイプの重機・機器を使用する

　安全性の施主への説明。 　ようにしている。

・建設現場等周辺の自然との共生と調和の指向。 継続 　次年度も環境配慮施工・資材使用等の提案と環境配慮の

・建設現場では低騒音・排出ｶﾞｽ規制型建設 継続 　機器・重機使用を推進していく。また、環境負荷低減の

　機械の使用。 　ための工期短縮の創意工夫等も推進していく。

・建設機械の環境に優しいｵｲﾙの使用。 継続
・騒音・振動・粉塵・異臭等の抑制に配慮した 継続
　施工の取り組み。

・地域の自然環境との調和に配慮し、生態系や 継続
　景観の保全についての施行。

80%

81.8%

102.3%

◎

達　　成　　率（実績値/目標値）

評　　　価

活　動　実　施　率　目　標

実　　　　施　　　　率

実　　施　　率

評　　　価

達　　成　　率（実績値/目標値）

活動実施率目標

評　　　価

実　　施　　率

□上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し

□上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し①化石燃料の削減（ガソリン）

評価と次年度の取り組み内容

活動実施率目標

達　　成　　率（実績値/目標値）

取り組み計画
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□上方修正　■現状維持　□下方修正　□基準見直し



6-2.環境経営目標(次年度の目標） 更新日：　 2022.11.1
作成者：　 藤田　弘徳

　当社の2021年度からの環境経営目標は、売上高当たりの基準値の維持を目標に設定しました。

≪過去3年間（2015年度～2017年度）の実績値の平均値を2023年度の目標の基準値に定める≫

基準値 2023年度

2015～2017年度の
平均実績値

2022年10月
～2023年9月

全サイト 万円 691,500 691,500
kg-CO2 36,149 36,149

 1.二酸化炭素排出量の削減　　　　　 kg-CO2/万円 0.052 0.052

　　（kg-CO2） kg-CO2 113,551 113,551

kg-CO2/万円 0.164 0.164

kg-CO2 1,988 1,988

kg-CO2/万円 0.003 0.003

kg-CO2 151,688 151,688

kg-CO2/万円 0.219 0.219

kWh 29,263 29,263

kＷｈ/万円 0.042 0.042

kWh 44,754 44,754

kＷｈ/万円 0.065 0.065

kWh 4,305 4,305

kＷｈ/万円 0.006 0.006

kWh 78,322 78,322

kＷｈ/万円 0.113 0.113

現場
L 9,746 9,746

L/万円 0.014 0.014

L 39,998 39,998

L/万円 0.058 0.058

東京支店
L 49,744 49,744

L/万円 0.072 0.072

現場
全サイト

現場
kg 312 312

kg/万円 0.0005 0.0005

kg 739 739

kg/万円 0.0011 0.0011

kg 86 86

kg/万円 0.0001 0.0001

kg 1,137 1,137

kg/万円 0.0016 0.0016

本社 43.0% 43.0%

宮崎支店 66.7% 66.7%

東京支店 63.0% 63.0%

全サイト 57.6% 57.6%

現場

ｍ3 222 222

ｍ3/万円 0.0003 0.0003

ｍ3 226 226

ｍ3/万円 0.0003 0.0003

ｍ3 48 48

ｍ3/万円 0.0001 0.0001

ｍ3 496 496

ｍ3/万円 0.0007 0.0007

現場

※二酸化炭素排出量の購入電力排出係数は九州電力の0.462(㎏-CO2/kWh)を採用しています。
※軽油は現場の協力会社の調達であるため、目標管理いたしません。
※当社の化学物質の直接の取り扱いは無いので、目標管理いたしません。
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単位

（目標項目）（単位）

売上高(万円)

①電気使用量の削減
　　　(総電気使用量)
　　　　　　(kWｈ)

本社

宮崎支店

東京支店

全サイト

取組み項目

実施区

全サイト

東京支店の車の使用はありません。

現場の取り組み計画を遵守します。

本社

宮崎支店

東京支店

全サイト

③化石燃料3
（灯油）の削減　  (L)

全サイトの灯油使用はありません。

現場の取り組み計画を遵守します。

②化石燃料1
　（ガソリン）の削減
　　　　　　  (L)

本社

宮崎支店

宮崎支店

東京支店

全サイト

②再資源化（資源回収）

　率の向上
            　    (%)

③建設副産物廃棄方法
 の遵守

3.水資源使用量の抑制
(年間水資源総使用量)

                  (m3)

本社

宮崎支店

東京支店

全サイト

①一般廃棄物（焼却）

　の削減
               　 (㎏)

本社

全サイト 2 2

4.環境配慮製品の
　販売促進　(情報提供回数)

全サイト 2 2

6.SDGsの取組推進 全サイト

年度別環境経営目標　(年間総量)

経営計画を遵守します

水使用量の抑制に努めます。

設計書（施工計画書）通りの適正廃棄を行う。
建設資材の可能な限り再生品を使用します。

現場の取り組み計画を遵守します。

5.環境保全の取組推進
　(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動目標回数)



・　文書　　　　・　記録書 確認 作成

年度　
2023 年度 (2022年10月～2023年9月） 環境管理責任者 環境管理担当者

目標達成手段

 (取組の自己チェックで挙げた内容を記載する） １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

電力の削減
基準年度実績 29,263 kWh 目標達成
(2015～2017年平均) 13,520 kg-CO2 ①エアコン設定温度の適正化（冷房28℃　暖房22℃） 評価チェック

0.462 ②窓の開閉により外気の自然風を取り込み、冷房使用 良：○、悪：×
売上高 691,500 　　時間を減らす。

2023 年度目標 ③クールビズ・ウォームビズの推進

目標値 29,263 kWh ④ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞやｶｰﾃﾝの利用等による、熱の出入りの調整
目標値 13,520 kg-CO2 ⑤夜間、休日は、パソコン、プリンター電源のOFF

売上高比率 0.01955
中期計画

売上高 ①省ｴﾈﾀｲﾌﾟ(ｴﾈﾙｷﾞｰ効率の高い）照明器へ更新

実績値 0 kWh ②省ｴﾈﾀｲﾌﾟ(ｴﾈﾙｷﾞｰ効率の高い）ｴｱｺﾝへ更新 基準年     kWh 1,658 1,644 3,615 3,130 3,085 2,261 1,618 1,458 2,010 3,472 3,288 2,024
実績値 0 kg-CO2 基準年 kg-CO2 766 760 1,670 1,446 1,425 1,045 748 674 929 1,604 1,519 935

売上高比率 #DIV/0! 　　　（累計） 766 1,526 3,196 4,642 6,067 7,112 7,859 8,533 9,461 11,065 12,584 13,520

達成率 #DIV/0! 今期月別目標Kg-Co2 766 760 1,670 1,446 1,425 1,045 748 674 929 1,604 1,519 935

　　　（累計） 766 1,526 3,196 4,642 6,067 7,112 7,859 8,533 9,461 11,065 12,584 13,520

※達成率の計算は売上高比率を用いる 今期実績    kWh
　　　（累計） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

今期実績 kg-Co2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　（累計） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

評　　価

自動車燃料の削減
基準年度実績（対象：本社常駐 9人） ①無駄なアイドリングは行わない 目標達成
2015年 ガソリン 9,746 ℓ ②不要な荷物を載せない 評価チェック

～2017年 　　軽油　 0 ℓ ③車両の点検整備 良：○、悪：×
平均 22,626 Kg-CO2 ④リモート会議の利用推進により移動を削減する

売上高 691,500
2023 年度目標

目標値
(ガソリン) 9,746 L

(軽油) 0 L 中期計画

(CO2) 22,626 Kg-CO2 ①燃費のよい車の購入
売上高比率 0.03272 ②ハイブリッドカーの購入 基準年ガソリン L 732 777 822 719 765 820 802 853 870 911 848 827

売上高 軽油L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績値 （月別）Kg-CO2 1,699 1,804 1,908 1,669 1,776 1,904 1,862 1,980 2,020 2,115 1,969 1,920

(ガソリン) 0 L （累計）Kg-CO2 1,699 3,503 5,411 7,080 8,856 10,760 12,622 14,602 16,622 18,737 20,706 22,626

(軽油) 0 L 今期月別目標ｶﾞｿﾘﾝ L 732 777 822 719 765 820 802 853 870 911 848 827

(CO2) 0 　　　（累計） 732 1,509 2,331 3,050 3,815 4,635 5,437 6,290 7,160 8,071 8,919 9,746

売上高比率 #DIV/0! 今期月別目標Kg-Co2 1,699 1,804 1,908 1,669 1,776 1,904 1,862 1,980 2,020 2,115 1,969 1,920

達成率 #DIV/0! 　　　（累計） 1,699 3,503 5,411 7,080 8,856 10,760 12,622 14,602 16,622 18,737 20,706 22,626

今期実績ガソリン L

※達成率の計算は売上高比率を用いる 　　　（累計）
軽油L

　　　（累計）
（月別）Kg-CO2
（累計）Kg-CO2

評　　価

水資源使用量の抑制 　(本社・事務所、土場）

（年間水資源総使用量） ①蛇口の水漏れチェック 目標達成

②トイレ等の清掃時、水をこまめに止める 評価チェック

基準年度実績 ③水道管の漏水点検 良：○、悪：×

(2015～2017年平均) 222.0 ㎥ ④清掃水洗い時の小まめな節水

売上高 691,500
2023 年度目標

目標値 222.0 ㎥ 中期計画
売上高比率 0.000321 ①節水型衛生器具への更新

売上高
実績値 0.0 ㎥

売上高比率 #DIV/0! 基準年   　　㎥ 21.5 20.5 20.5 14.5 14.5 17.5 17.5 20.5 20.5 18.0 18.0 18.5

達成率 #DIV/0! 　　　（累計） 21.5 42.0 62.5 77.0 91.5 109.0 126.5 147.0 167.5 185.5 203.5 222.0

今期月別目標㎥ 21.5 20.5 20.5 14.5 14.5 17.5 17.5 20.5 20.5 18.0 18.0 18.5

※達成率の計算は売上高比率を用いる 　　　（累計） 21.5 42.0 62.5 77.0 91.5 109.0 126.5 147.0 167.5 185.5 203.5 222.0

今期月別実績㎥
　　　（累計）
評　　価

計画：○（点線）　実績：●（実線） 月次、累計とも達成　○／月次または累計が達成　△／月次、累計とも未達成　× 環境管理責任者は事業年度末に確認し、取組みに問題がある場合は指示を行う
電気は１月遅れ・水は、2月遅れの数量とする。 代表者は環境管理責任者の報告を受け必要に応じて指示をする 11
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活動評価
コメント

活動評価
コメント

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

総
括

使用する二酸化炭素排出係数；

活動評価
コメント

総
括

方
針

目　　　標
(方針に掲げた取組項目は必ず挙げる）

(負荷の自己チェックで目標設定した項目)

ｻｲﾄ実施
各担当者

スケジュール 定期的な確認・評価・是正
達成状況／是正策

(ｻｲﾄ環境管理担当者）
評価／指示

（環境管理責任者・代表者）

環境経営計画と目標の達成及び
計画の実施状況、その評価結果　(本社・事務所）

※基準値は基準年度
2015年～2017年3ヵ年の平均値とする。
2015年度（2014年10月から）～2017年度（2017年9月まで）2023
2022年 2023年

文書作成日：2022.11.01 文書作成者：藤田弘徳
文書更新日：
記録作成日： 記録作成者：仲武芳彦

※3ヶ月毎に評価を行い×が2回続いた際
に、原因究明と改善策を立案し対策処置を

藤

2022/11/01

田

仲

2022/11/01

武



一般廃棄物（焼却）の削減
基準年度実績 ①裏紙の再利用推進 目標達成
(2015～2017年平均) 312 ｋｇ ②徹底した分別によるリサイクルの推進 評価チェック

売上高 691,500 ③シュレッダーによる用紙処分の抑制 良：○、悪：×
2023 年度目標 ④ペーパーレス化への推進

目標値 312.0 ｋｇ ⑤使用済み封筒の再利用

売上高比率 0.000451

売上高 中期計画

実績値 0.0 ｋｇ ①事務機のﾘｻｲｸﾙしやすい製品の購入

売上高比率 #DIV/0!
達成率 #DIV/0! 基準年       kｇ 24 24 29 28 28 29 27 24 24 24 27 24

　　　（累計） 24 48 77 105 133 162 189 213 237 261 288 312

※達成率の計算は売上高比率を用いる 今期月別目標Kg 24 24 29 28 28 29 27 24 24 24 27 24

　　　（累計） 24 48 77 105 133 162 189 213 237 261 288 312

今期月別実績Kg
　　　（累計）
評　　価

再資源化（資源回収）率の向上
基準年度実績 ①ペットボトル・空き缶、空きビンの回収 目標達成
(2015年～2017年度実績） 43 % ②古紙、ダンボール、シュレッダーで排出した 評価チェック

ごみの回収 良：○、悪：×
2023 年度目標 ③プラスチック類の回収

目標値 43% ④新聞紙の回収

目標再資源化量 240 kg
目標総量 552 kg 中期計画

再資源化率 43.5% ①事務機のﾘｻｲｸﾙしやすい製品の購入

実績値
実績再資源化量 0.0 kg 基準年       kｇ 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0

実績総量 0.0 kg 　　　（累計） 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0 140.0 160.0 180.0 200.0 220.0 240.0

再資源化率 #DIV/0! 総量 44.0 44.0 49.0 48.0 48.0 49.0 47.0 44.0 44.0 44.0 47.0 44.0

達成率 #DIV/0! 　　　（累計） 44.0 88.0 137.0 185.0 233.0 282.0 329.0 373.0 417.0 461.0 508.0 552.0

※再資源化率 : 再資源化率 45% 45% 41% 42% 42% 41% 43% 45% 45% 45% 43% 45%

　＝実績再資源化量/実績総量＊100 今期月別目標Kg 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0

　　　（累計） 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0 140.0 160.0 180.0 200.0 220.0 240.0

総量Kg 44.0 44.0 49.0 48.0 48.0 49.0 47.0 44.0 44.0 44.0 47.0 44.0

　　　（累計） 44.0 88.0 137.0 185.0 233.0 282.0 329.0 373.0 417.0 461.0 508.0 552.0

今期月別実績Kg
　　　（累計） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

総量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　　　（累計） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

再資源化率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

評　　価 〇 〇 〇 〇

良：○、悪：×

2023 年度目標
目標値 回
実績値 回 基準年   　万円
達成率 　　　（累計） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※達成率＝目標値/実績値＊100 目　標　（月別） #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF!

　　　（累計） #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF!

今期実績（月別）
　　　（累計）
評　　価

計画：○（点線）　実績：●（実践） 月次、累計とも達成　○／月次または累計が達成　△／月次、累計とも未達成　× 環境管理責任者は事業年度末に確認し、取組みに問題がある場合は指示を行う
電気は１月遅れ・水は、2月遅れの数量とする。 代表者は環境管理責任者の報告を受け必要に応じて指示をする 12

環
境
配
慮
製
品
の
販
売
促
進

環境配慮製品の販売促進

総
括

活動評価
コメント

活動評価
コメント

廃
棄
物
排
出
量
削
減

総
括

活動評価
コメント

総
括

宮崎支店で販売促進の為
本社サイトでの活動は無し。



花屋
①地域社会のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ奉仕の積極参加 目標達成

評価チェック
良：○、悪：×

地域社会のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ奉仕の積極参加

2023 年度目標
目標値 回
実績値 回
達成率

※達成率＝目標値/実績値＊100

今期実績（月別）
　　　（累計）
評　　価

花屋
目標達成

・健康経営優良法人に認定 評価チェック
・年2回の献血を行い、地域医療に貢献 良：○、悪：×

・学生の就労体験（インターンシップ）の実施
・建設技能者のキャリア形成支援

・奨学金返済支援制度の導入

目標7　エネルギーをみんなにそしてクリーンに
・社有車のハイブリッド車・PHV車の導入

・安全大会を実施し、安全な現場環境づくり
・Web会議の活用により、業務効率化の促進

・こども110番に登録

・地域開催イベントの積極的参加

今期実績（月別）
　　　（累計）
評　　価

年間活動計画
環境教育 一般教育 環境経営方針・目標・活動計画の周知

幹部教育 環境経営目標・環境経営活動進捗状況確認・評価
特別教育 資格取得・更新のため研修会参加

緊急事態対応訓練 火災対応訓練

環境関連法規等の遵守評価
会社周辺の清掃活動 地域ボランティア活動の積極的参加
SDGｓの取組
代表者による全体の評価と見直し
環境経営活動レポート 作成と地域事務局への送付

計画：○（点線）　実績：●（実践） 月次、累計とも達成　○／月次または累計が達成　△／月次、累計とも未達成　×　（３ヵ月ごとの評価時に×の場合は達成手段に挽回策を追加する） 環境管理責任者は事業年度末に確認し、取組みに問題がある場合は指示を行う
電気は１月遅れ・水は、2月遅れの数量とする。 代表者は環境管理責任者の報告を受け必要に応じて指示をする 13

総
括

目標8　包括的かつ持続可能な経済成長およびすべ
ての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある
人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する

・ジェンダーに関係なく働ける多様性のある採用活動
と専門部署への配属

目標11　包括的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続
可能な都市及び人間住居を実現する

S
D
G
s
の
取
組
推
進

SDGsの取組推進
目標3　あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を促進する

総
括

目標4　すべての人に包括的かつ公正な質の高い教
育を確保し、生涯学習の機会を促進する

活動評価
コメント

活動評価
コメント

環
境
保
全
の
取
組
推
進

環境保全の取組推進

総
括

（ボランティア活動目標回数）

宮崎支店で一括管理の為
本社サイトでの活動は無し。

宮崎支店で一括管理の為
本社サイトでの活動は無し。



・　文書　　　　・　記録書 確認 作成

年度　
2023 年度 (2022年10月～2023年9月） 環境管理責任者 環境管理担当者

目標達成手段

 (取組の自己チェックで挙げた内容を記載する） １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

電力の削減 吉野
基準年度実績 44,754 kWh 目標達成
(2015～2017年平均) 20,675 kg-CO2 ①エアコン設定温度の適正化（冷房28℃　暖房22℃） 評価チェック

0.462 ②窓の開閉により外気の自然風を取り込み、冷房使用 良：○、悪：×
売上高 691,500 　　時間を減らす。

2023 年度目標 ③クールビズ・ウォームビズの推進
目標値 44,754 kWh ④ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞやｶｰﾃﾝの利用等による、熱の出入りの調整

目標値 20,675 kg-CO2 ⑤夜間、休日は、パソコン、プリンター電源のOFF
売上高比率 0.02990

中期計画

売上高 ①省ｴﾈﾀｲﾌﾟ(ｴﾈﾙｷﾞｰ効率の高い）照明器へ更新
実績値 0 kWh ②省ｴﾈﾀｲﾌﾟ(ｴﾈﾙｷﾞｰ効率の高い）ｴｱｺﾝへ更新 基準年     kWh 2,054 2,790 3,976 5,958 4,859 3,323 2,327 2,319 2,968 5,600 5,224 3,356
実績値 0 kg-CO2 基準年 kg-CO2 949 1,289 1,837 2,753 2,245 1,535 1,075 1,071 1,371 2,587 2,413 1,550

売上高比率 #DIV/0! 　　　（累計） 949 2,238 4,075 6,828 9,073 10,608 11,683 12,754 14,125 16,712 19,125 20,675

達成率 #DIV/0! 今期月別目標Kg-Co2 949 1,289 1,837 2,753 2,245 1,535 1,075 1,071 1,371 2,587 2,413 1,550

　　　（累計） 949 2,238 4,075 6,828 9,073 10,608 11,683 12,754 14,125 16,712 19,125 20,675

※達成率の計算は売上高比率を用いる 今期実績    kWh
　　　（累計） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

今期実績 kg-Co2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　（累計） 0

評　　価

自動車燃料の削減 吉野
基準年度実績（対象：本社常駐 9人） ①無駄なアイドリングは行わない 目標達成
2015年 ガソリン 39,998 ℓ ②不要な荷物を載せない 評価チェック

～2017年 　　軽油　 0 ℓ ③車両の点検整備 良：○、悪：×
平均 92,861 Kg-CO2 ④公共交通機関の利用推進

売上高 691,500
2023 年度目標

目標値
(ガソリン) 39,998 L

(軽油) 0 L 中期計画
(CO2) 92,861 Kg-CO2 ①燃費のよい車の購入

売上高比率 0.13429 ②ハイブリッドカーの購入 基準年ガソリン L 3,326 3,333 3,343 3,342 3,294 3,336 3,391 3,375 3,328 3,421 3,128 3,381

売上高 ③バイオ燃料の使用 軽油L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績値 （月別）Kg-CO2 7,722 7,738 7,761 7,759 7,648 7,745 7,873 7,836 7,726 7,942 7,262 7,849

(ガソリン) 0 L （累計）Kg-CO2 7,722 15,460 23,221 30,980 38,628 46,373 54,246 62,082 69,808 77,750 85,012 92,861

(軽油) 0 L 今期月別目標Kg-Co2 7,722 7,738 7,761 7,759 7,648 7,745 7,873 7,836 7,726 7,942 7,262 7,849

(CO2) 0 　　　（累計） 7,722 15,460 23,221 30,980 38,628 46,373 54,246 62,082 69,808 77,750 85,012 92,861

売上高比率 #DIV/0! 今期実績ガソリン L

達成率 #DIV/0! 　　　（累計） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

軽油L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※達成率の計算は売上高比率を用いる 　　　（累計） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（月別）Kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（累計）Kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

評　　価

水資源使用量の抑制 吉野

（年間水資源総使用量） ①蛇口の水漏れチェック 目標達成

②トイレ等の清掃時、水をこまめに止める 評価チェック

基準年度実績 ③水道管の漏水点検 良：○、悪：×

(2015～2017年平均) 226.0 ㎥ ④清掃水洗い時の小まめな節水

売上高 691,500
2023 年度目標

目標値 226.0 ㎥ 中期計画

売上高比率 0.000327 ①節水型衛生器具への更新
売上高

実績値 0.0 ㎥
売上高比率 #DIV/0! 基準年   　　㎥ 19.4 19.4 19.5 19.5 19.5 19.0 20.8 20.8 18.5 18.7 15.7 15.2

達成率 #DIV/0! 　　　（累計） 19.4 38.8 58.3 77.8 97.3 116.3 137.1 157.9 176.4 195.1 210.8 226.0

今期月別目標㎥ 19.4 19.4 19.5 19.5 19.5 19.0 20.8 20.8 18.5 18.7 15.7 15.2

※達成率の計算は売上高比率を用いる 　　　（累計） 19.4 38.8 58.3 77.8 97.3 116.3 137.1 157.9 176.4 195.1 210.8 226.0

今期月別実績㎥

　　　（累計） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

評　　価
月次、累計とも達成　○／月次または累計が達成　△／月次、累計とも未達成　×　（３ヵ月ごとの評価時に×の場合は達成手段に挽回策を追加する） 環境管理責任者は事業年度末に確認し、取組みに問題がある場合は指示を行う

代表者は環境管理責任者の報告を受け必要に応じて指示をする
14

排
水
量
削
減

総
括

活動評価
コメント

総
括

活動評価
コメント

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

総
括

使用する二酸化炭素排出係数；

活動評価
コメント

方
針

目　　　標
(方針に掲げた取組項目は必ず挙げる）

(負荷の自己チェックで目標設定した項目)

ｻｲﾄ実施
各担当者

スケジュール 定期的な確認・評価・是正
達成状況／是正策

(ｻｲﾄ環境管理担当者）
評価／指示

（環境管理責任者・代表者）

環境経営計画と目標の達成及び
計画の実施状況、その評価結果　(宮崎支店・事務所）

※基本基準値は基準年度
2015年～2017年3ヵ年の平均値とする。
2015年度（2014年10月から）～2017年度（2017年9月まで）2023

2022年 2023年

文書作成日：2022.11.01 文書作成者：藤田弘徳
文書更新日：
記録作成日： 記録作成者：吉野輝美

※評価チェックで×が3個連続したら、原因
究明と改善策を立案し対策処置を図る。

藤

2022/11/01

田

吉

2022/11/01

野



一般廃棄物（焼却）の削減 白木

基準年度実績 ①裏紙の再利用推進 目標達成
(2015～2017年平均) 739 ｋｇ ②徹底した分別によるリサイクルの推進 評価チェック

売上高 691,500 ③シュレッダーによる用紙処分の抑制 良：○、悪：×
2023 年度目標 ④ペーパーレス化への推進

目標値 739.0 ｋｇ ⑤使用済み封筒の再利用

売上高比率 0.001069

売上高
実績値 0.0 ｋｇ 中期計画

売上高比率 #DIV/0! ①事務機のﾘｻｲｸﾙしやすい製品の購入

達成率 #DIV/0!
基準年       kｇ 62 61 62 61 62 61 62 61 62 61 62 62

※達成率の計算は売上高比率を用いる 　　　（累計） 62 123 185 246 308 369 431 492 554 615 677 739

今期月別目標Kg 62 61 62 61 62 61 62 61 62 61 62 62

　　　（累計） 62 123 185 246 308 369 431 492 554 615 677 739

今期月別実績Kg
　　　（累計） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

評　　価

再資源化（資源回収）率の向上 白木

基準年度実績 ①ペットボトル・空き缶、空きビンの回収 目標達成
(2015年～2017年度実績） 66.7 % ②古紙、ダンボール、シュレッダーで排出した 評価チェック

ごみの回収 良：○、悪：×
2023 年度目標 ③プラスチック類の回収

目標値 66.7% ④新聞紙の回収

目標再資源化量 1,482 kg
目標総量 2,221 kg 中期計画

再資源化率 66.7% ①事務機のﾘｻｲｸﾙしやすい製品の購入

実績値
実績再資源化量 0.0 kg 基準年       kｇ 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5

実績総量 0.0 kg 　　　（累計） 123.5 247.0 370.5 494.0 617.5 741.0 864.5 988.0 1,111.5 1,235.0 1,358.5 1,482.0

再資源化率 #DIV/0! 総量 185.5 185.5 184.5 184.5 185.5 184.5 185.5 184.5 185.5 184.5 185.5 185.5

達成率 #DIV/0! 　　　（累計） 185.5 371.0 555.5 740.0 925.5 1,110.0 1,295.5 1,480.0 1,665.5 1,850.0 2,035.5 2,221.0

※再資源化率 再資源化率 67% 67% 67% 67% 67% 67% 67% 67% 67% 67% 67% 67%

　＝実績再資源化量/実績総量＊100 今期月別目標Kg 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5 123.5

　　　（累計） 123.5 247.0 370.5 494.0 617.5 741.0 864.5 988.0 1,111.5 1,235.0 1,358.5 1,482.0

総量Kg 185.5 184.5 185.5 184.5 185.5 184.5 185.5 184.5 185.5 184.5 185.5 185.5

　　　（累計） 185.5 370.0 555.5 740.0 925.5 1,110.0 1,295.5 1,480.0 1,665.5 1,850.0 2,035.5 2,221.0

今期月別実績Kg

　　　（累計） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

総量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　　　（累計） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

再資源化率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

評　　価
蔭谷

①環境配慮型製品の呼び掛け 目標達成
評価チェック
良：○、悪：×

2023 年度目標
目標値 回
実績値 回
達成率 #DIV/0!

※達成率＝目標値/実績値＊100

今期実績（月別）
　　　（累計）

評　　価

計画：○（点線）　実績：●（実践） 月次、累計とも達成　○／月次または累計が達成　△／月次、累計とも未達成　×　（３ヵ月ごとの評価時に×の場合は達成手段に挽回策を追加する） 環境管理責任者は事業年度末に確認し、取組みに問題がある場合は指示を行う

電気は１月遅れ・水は、2月遅れの数量とする。 代表者は環境管理責任者の報告を受け必要に応じて指示をする 15

活動評価
コメント

環
境
配
慮
製
品
の
販
売
促
進

環境配慮製品の販売促進

総
括

総
括

活動評価
コメント

廃
棄
物
排
出
量
削
減

総
括

活動評価
コメント



花屋
①地域社会のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ奉仕の積極参加 目標達成
　（高鍋町：高鍋灯籠まつり、高鍋クリーン活動）、 評価チェック
　（宮崎市：神武大祭　他） 良：○、悪：×

地域社会のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ奉仕の積極参加

2023 年度目標
目標値 回
実績値 回
達成率

※達成率＝目標値/実績値＊100

今期実績（月別）
　　　（累計）
評　　価

花屋
目標達成

・健康経営優良法人に認定 評価チェック
・年2回の献血を行い、地域医療に貢献 良：○、悪：×

・学生の就労体験（インターンシップ）の実施
・建設技能者のキャリア形成支援
・奨学金返済支援制度の導入

目標7　エネルギーをみんなにそしてクリーンに
・社有車のハイブリッド車・PHV車の導入

・安全大会を実施し、安全な現場環境づくり

・Web会議の活用により、業務効率化の促進

・こども110番に登録
・地域開催イベントの積極的参加

今期実績（月別）
　　　（累計）
評　　価

年間活動計画
環境教育 一般教育 環境経営方針・目標・活動計画の周知

幹部教育 環境経営目標・環境経営活動進捗状況確認・評価

特別教育 資格取得・更新のため研修会参加
緊急事態対応訓練 火災対応訓練
環境関連法規等の遵守評価
会社周辺の清掃活動 地域ボランティア活動の積極的参加
SDGｓの取組
代表者による全体の評価と見直し
環境経営活動レポート 作成と地域事務局への送付

計画：○（点線）　実績：●（実践） 月次、累計とも達成　○／月次または累計が達成　△／月次、累計とも未達成　×　（３ヵ月ごとの評価時に×の場合は達成手段に挽回策を追加する） 環境管理責任者は事業年度末に確認し、取組みに問題がある場合は指示を行う

電気は１月遅れ・水は、2月遅れの数量とする。 代表者は環境管理責任者の報告を受け必要に応じて指示をする 16

総
括

目標8　包括的かつ持続可能な経済成長およびすべ
ての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある
人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する

・ジェンダーに関係なく働ける多様性のある採用活動
と専門部署への配属

目標11　包括的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続
可能な都市及び人間住居を実現する

活動評価
コメント

S
D
G
s
の
取
組
推
進

SDGsの取組推進
目標3　あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を促進する

総
括

目標4　すべての人に包括的かつ公正な質の高い教
育を確保し、生涯学習の機会を促進する

環
境
保
全
の
取
組
推
進

環境保全の取組推進

総
括

（ボランティア活動目標回数）

活動評価
コメント



・　文書　　　　・　記録書 確認 作成

年度　
2023 年度 (2022年10月～2023年9月） 環境管理責任者 環境管理担当者

目標達成手段

 (取組の自己チェックで挙げた内容を記載する） １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

電力の削減 高橋
基準年度実績 4,305 kWh 目標達成
(2015～2017年平均) 1,989 kg-CO2 ①エアコン設定温度の適正化（冷房28℃　暖房22℃） 評価チェック

0.462 ②窓の開閉により外気の自然風を取り込み、冷房使用 良：○、悪：×
売上高 691,500 　　時間を減らす。

2023 年度目標 ③クールビズ・ウォームビズの推進
目標値 4,305 kWh ④ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞやｶｰﾃﾝの利用等による、熱の出入りの調整
目標値 1,989 kg-CO2 ⑤夜間、休日は、パソコン、プリンター電源のOFF

売上高比率 0.00288
中期計画

売上高 660,000 ①省ｴﾈﾀｲﾌﾟ(ｴﾈﾙｷﾞｰ効率の高い）照明器へ更新
実績値 0 kWh ②省ｴﾈﾀｲﾌﾟ(ｴﾈﾙｷﾞｰ効率の高い）ｴｱｺﾝへ更新 基準年     kWh 407 385 371 359 354 385 349 335 340 339 334 347
実績値 0 kg-CO2 基準年 kg-CO2 188 178 171 166 164 178 161 155 157 157 154 160

売上高比率 0.00000 　　　（累計） 188 366 537 703 867 1,045 1,206 1,361 1,518 1,674 1,829 1,989

達成率 #DIV/0! 今期月別目標Kg-Co2 188 178 171 166 164 178 161 155 157 157 154 160

　　　（累計） 188 366 537 703 867 1,045 1,206 1,361 1,518 1,674 1,829 1,989

※達成率の計算は売上高比率を用いる 今期実績    kWh
　　　（累計） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

今期実績 kg-Co2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　（累計） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

評　　価

自動車燃料の削減
基準年度実績（対象：本社常駐 9人） 目標達成
2015年 ガソリン 0 ℓ 評価チェック

～2017年 　　軽油　 0 ℓ 良：○、悪：×

平均 0 Kg-CO2
売上高 691,500

2023 年度目標
目標値

(ガソリン) 0 L
(軽油) 0 L
(CO2) 0 Kg-CO2

売上高比率 0.00000 基準年ガソリン L
売上高 660,000 軽油L 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績値 （月別）Kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(ガソリン) 0 L （累計）Kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(軽油) 0 L 今期月別目標Kg-Co2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(CO2) 0 　　　（累計） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

売上高比率 0 今期実績ガソリン L

達成率 #DIV/0! 　　　（累計） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

軽油L
※達成率の計算は売上高比率を用いる 　　　（累計） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（月別）Kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（累計）Kg-CO2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

評　　価

水資源使用量の抑制 高橋

（年間水資源総使用量） ①蛇口の水漏れチェック 目標達成

②トイレ等の清掃時、水をこまめに止める 評価チェック

基準年度実績 ③水道管の漏水点検 良：○、悪：×

(2015～2017年平均) 48.0 ㎥ ④清掃水洗い時の小まめな節水

売上高 691,500
2023 年度目標

目標値 48.0 ㎥ 中期計画
売上高比率 0.000069 ①節水型衛生器具への更新

売上高 660,000
実績値 0.0 ㎥

売上高比率 0.000000 基準年   　　㎥ 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

達成率 #DIV/0! 　　　（累計） 4.0 8.0 12.0 16.0 20.0 24.0 28.0 32.0 36.0 40.0 44.0 48.0

今期月別目標㎥ 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

※達成率の計算は売上高比率を用いる 　　　（累計） 4.0 8.0 12.0 16.0 20.0 24.0 28.0 32.0 36.0 40.0 44.0 48.0

今期月別実績㎥
　　　（累計） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

評　　価
計画：○（点線）　実績：●（実践） 月次、累計とも達成　○／月次または累計が達成　△／月次、累計とも未達成　×　（３ヵ月ごとの評価時に×の場合は達成手段に挽回策を追加する） 環境管理責任者は事業年度末に確認し、取組みに問題がある場合は指示を行う
電気は１月遅れ・水は、2月遅れの数量とする。 代表者は環境管理責任者の報告を受け必要に応じて指示をする 17

排
水
量
削
減

総
括

活動評価
コメント

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

総
括

使用する二酸化炭素排出係数；

活動評価
コメント

総
括

活動評価
コメント

方
針

目　　　標
(方針に掲げた取組項目は必ず挙げる）

(負荷の自己チェックで目標設定した項目)

ｻｲﾄ実施
各担当者

スケジュール 定期的な確認・評価・是正
達成状況／是正策

(ｻｲﾄ環境管理担当者）
評価／指示

（環境管理責任者・代表者）

環境経営計画と目標の達成及び
計画の実施状況、その評価結果　(東京支店・事務所）

※基本基準値は基準年度
2015年～2017年3ヵ年の平均値とする。
2015年度（2014年10月から）～2017年度（2017年9月まで）2023

2022年 2023年

東京支店で使用する車はありませ
んので活動無し。

文書作成日：2022.11.01 文書作成者：藤田弘徳
文書更新日：

記録作成日： 記録作成者：高橋俊一

※評価チェックで×が3個連続したら、原
因

藤

2022/11/01

田

高

2022/11/01

橋



一般廃棄物（焼却）の削減 高橋
基準年度実績 ①裏紙の再利用推進 目標達成
(2015～2017年平均) 86 ｋｇ ②徹底した分別によるリサイクルの推進 評価チェック

売上高 691,500 ③シュレッダーによる用紙処分の抑制 良：○、悪：×
2023 年度目標 ④ペーパーレス化への推進

目標値 86.0 ｋｇ ⑤使用済み封筒の再利用

売上高比率 0.000124

売上高 660,000
実績値 0.0 ｋｇ 中期計画

売上高比率 0.000000 ①事務機のﾘｻｲｸﾙしやすい製品の購入

達成率 #DIV/0!
基準年       kｇ 7.0 7.0 8.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 8.0 7.0 7.0 7.0

※達成率の計算は売上高比率を用いる 　　　（累計） 7.0 14.0 22.0 29.0 36.0 43.0 50.0 57.0 65.0 72.0 79.0 86.0

今期月別目標Kg 7.0 7.0 8.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 8.0 7.0 7.0 7.0

　　　（累計） 7.0 14.0 22.0 29.0 36.0 43.0 50.0 57.0 65.0 72.0 79.0 86.0

今期月別実績Kg
　　　（累計） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

評　　価

再資源化（資源回収）率の向上 高橋

基準年度実績 ①ペットボトル・空き缶、空きビンの回収 目標達成
(2015年～2017年度実績） 63 % ②古紙、ダンボール、シュレッダーで排出した 評価チェック

ごみの回収 良：○、悪：×
2023 年度目標 ③プラスチック類の回収

目標値 63% ④新聞紙の回収

目標再資源化量 147 kg
目標総量 232.5 kg 中期計画

再資源化率 63% ①事務機のﾘｻｲｸﾙしやすい製品の購入

実績値
実績再資源化量 0.0 kg        kｇ 12.0 12.0 12.0 12.5 12.0 12.0 12.0 13.0 12.0 12.0 13.0 12.0

実績総量 0.0 kg 　　　（累計） 12.0 24.0 36.0 48.5 60.5 72.5 84.5 97.5 109.5 121.5 134.5 146.5

再資源化率 #DIV/0! 総量 19.0 19.0 20.0 19.5 19.0 19.0 19.0 20.0 20.0 19.0 20.0 19.0

達成率 #DIV/0! 　　　（累計） 19.0 38.0 58.0 77.5 96.5 115.5 134.5 154.5 174.5 193.5 213.5 232.5

※再資源化率 再資源化率 63% 63% 60% 64% 63% 63% 63% 65% 60% 63% 65% 63%

　＝実績再資源化量/実績総量＊100 今期月別目標Kg 12.0 12.0 12.0 12.5 12.0 12.0 12.0 13.0 12.0 12.0 13.0 12.0

　　　（累計） 12.0 24.0 36.0 48.5 60.5 72.5 84.5 97.5 109.5 121.5 134.5 146.5

総量Kg 19.0 19.0 20.0 19.5 19.0 19.0 19.0 20.0 20.0 19.0 20.0 19.0

　　　（累計） 19.0 38.0 58.0 77.5 96.5 115.5 134.5 154.5 174.5 193.5 213.5 232.5

今期月別実績Kg
　　　（累計） 0.0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

総量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　　　（累計） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

再資源化率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

評　　価
蔭谷

目標達成
評価チェック
良：○、悪：×

2023 年度目標
目標値 回
実績値 回
達成率

※達成率＝目標値/実績値＊100 基準年   　万円
　　　（累計） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

目　標　（月別） #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF!

　　　（累計） #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF! #REF!

今期実績（月別）

　　　（累計）
評　　価

計画：○（点線）　実績：●（実践） 月次、累計とも達成　○／月次または累計が達成　△／月次、累計とも未達成　×　（３ヵ月ごとの評価時に×の場合は達成手段に挽回策を追加する） 環境管理責任者は事業年度末に確認し、取組みに問題がある場合は指示を行う
電気は１月遅れ・水は、2月遅れの数量とする。 代表者は環境管理責任者の報告を受け必要に応じて指示をする 18

活動評価
コメント

環
境
配
慮
製
品
の
販
売
促
進

環境配慮製品の販売促進

総
括

活動評価
コメント

廃
棄
物
排
出
量
削
減

総
括

活動評価
コメント

総
括

宮崎支店で販売促進の為
東京支店サイトでの活動は無し。

2015年～2017

年



花屋
①地域社会のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ奉仕の積極参加 目標達成

評価チェック
良：○、悪：×

地域社会のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ奉仕の積極参加

2023 年度目標
目標値 回
実績値 回
達成率

※達成率＝目標値/実績値＊100

今期実績（月別）
　　　（累計）
評　　価

花屋
目標達成

・健康経営優良法人に認定 評価チェック
・年2回の献血を行い、地域医療に貢献 良：○、悪：×

・学生の就労体験（インターンシップ）の実施
・建設技能者のキャリア形成支援
・奨学金返済支援制度の導入

目標7　エネルギーをみんなにそしてクリーンに
・社有車のハイブリッド車・PHV車の導入

・安全大会を実施し、安全な現場環境づくり
・Web会議の活用により、業務効率化の促進

・こども110番に登録
・地域開催イベントの積極的参加

今期実績（月別）
　　　（累計）
評　　価

年間活動計画
環境教育 一般教育 環境経営方針・目標・活動計画の周知

幹部教育 環境経営目標・環境経営活動進捗状況確認・評価
特別教育 資格取得・更新のため研修会参加

緊急事態対応訓練 火災対応訓練
環境関連法規等の遵守評価
会社周辺の清掃活動 地域ボランティア活動の積極的参加
SDGｓの取組
代表者による全体の評価と見直し
環境経営活動レポート 作成と地域事務局への送付

計画：○（点線）　実績：●（実践） 月次、累計とも達成　○／月次または累計が達成　△／月次、累計とも未達成　×　（３ヵ月ごとの評価時に×の場合は達成手段に挽回策を追加する） 環境管理責任者は事業年度末に確認し、取組みに問題がある場合は指示を行う
電気は１月遅れ・水は、2月遅れの数量とする。 代表者は環境管理責任者の報告を受け必要に応じて指示をする 19

総
括

目標8　包括的かつ持続可能な経済成長およびすべ
ての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある
人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する

・ジェンダーに関係なく働ける多様性のある採用活動
と専門部署への配属

目標11　包括的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続
可能な都市及び人間住居を実現する

S
D
G
s
の
取
組
推
進

SDGsの取組推進
目標3　あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を促進する

総
括

目標4　すべての人に包括的かつ公正な質の高い教
育を確保し、生涯学習の機会を促進する

活動評価
コメント

環
境
保
全
の
取
組
推
進

環境保全の取組推進

総
括

（ボランティア活動目標回数）

活動評価
コメント

宮崎支店で一括管理の為
東京支店サイトでの活動は無し。

宮崎支店で一括管理の為
東京支店サイトでの活動は無し。



・　文書　　　　・　記録書 確認 作成

年度　
2023 年度 (2022年10月～2023年9月）

環境管理責任者 環境管理担当者

目標達成手段

 (取組の自己チェックで挙げた内容を記載する） １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

電力の削減 吉野

①エアコン設定温度の適正化（冷房28℃、暖房22℃） 目標達成

②窓の開閉により外気の自然の風を取り込み冷房使用 評価チェック

　時間を減らす。 良：○、悪：×

③クールビズ・ウォームビズの推進

今期月別実績　kWh

（累計） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

化石燃料 吉野

①建設機械等の作業は、過剰な負荷をかけないようにしている。 目標達成

　（ｱｸｾﾙ7割運動） 評価チェック

②建設機械等は定期的に自主検査の他、施工開始時等に点検を実施する。 良：○、悪：×

③建設車両等の過積載が行われないよう徹底している。

④車両通勤はできるだけ相乗り通勤をしている。

⑤現場通勤はできるだけ公共交通機関や自転車の利用を推進している。

⑥忘れ物によるＵターン防止のため、常に事前の段取りをしている。

⑦車両の運転は、早めのｱｸｾﾙｵﾌによる燃費向上を図っている。

⑧車両や重機、及び建設機械等のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを徹底している。

⑨建設車両のタイヤ空気圧の適正維持を行っている。

今期月別実績　ℓ

（累計） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

化石燃料 吉野

①建設機械等の作業は、過剰な負荷をかけないようにしている。 目標達成

　（ｱｸｾﾙ7割運動） 評価チェック

②建設機械等は定期的に自主検査の他、施工開始時等に点検を実施する。 良：○、悪：×

③建設車両等の過積載が行われないよう徹底している。

④車両通勤はできるだけ相乗り通勤をしている。

⑤現場通勤はできるだけ公共交通機関や自転車の利用を推進している。

⑥忘れ物によるＵターン防止のため、常に事前の段取りをしている。

⑦車両の運転は、早めのｱｸｾﾙｵﾌによる燃費向上を図っている。

⑧車両や重機、及び建設機械等のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを徹底している。

⑨建設車両のタイヤ空気圧の適正維持を行っている。

今期月別実績　ℓ

（累計） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

化石燃料 吉野

①事務所、休憩所の暖房機器使用時は、窓を開けたままにしない（換気時除く） 目標達成

②暖房の設定温度の適正化 評価チェック

良：○、悪：×

今期月別実績　ℓ

（累計） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20

（灯油）の削減

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

（軽油）の削減

（ガソリン）の削減

方
針

目　　　標
(方針に掲げた取組項目は必ず挙げる）

(負荷の自己チェックで目標設定した項目)

実施
各担当者

スケジュール

環境経営計画と目標の達成及び
計画の実施状況、その評価結果　　 （全作業所）2023

2022年 2023年

文書作成日：2022.11.01 文書作成者：藤田弘徳
文書更新日：
記録作成日： 記録作成者：吉野輝美

藤

2022/11/01

田

吉

2022/11/01

野



廃棄物（建設副産物等）の 吉野

排出抑制、リサイクル、適正処理 ①建設資材発注時に使用数量を再チェックし、残余材の発生を抑制している。 目標達成

②廃棄物は出来るだけ分別して最終処分量の削減に取り組んでいる。 評価チェック

③廃棄物処理は出来るだけリサイクルができる業者へ依頼している。 良：○、悪：×

④資材包装材などは、業者へ持ち帰ってもらっている。

　

今期月別実績　ｔ

（累計） 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

建設現場での環境配慮 吉野

①環境配慮型工法の採用や環境配慮型施工の提案をしている。 目標達成

②建設資材はできるだけ再生資材など環境に配慮した資材を使用している。 評価チェック

③再生資材など、環境配慮の資源使用を施主に提案している。 良：○、悪：×

④使用資材はＳＤＳを添付して使用資材の安全性の施主に説明している。

⑤建設現場等周辺の自然との共生と調和を指向している。

⑥建設現場では低騒音・排ガス規制型建設機械を使用している。

⑦建設機械には環境に優しいオイルを使用している。

⑧騒音、振動、粉塵、異臭などの抑制に配慮した施工をしている。

⑨地域の自然環境との調和に配慮し生態系や景観の保全について

　指向している。

今期月別実績　回

（累計） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21

建
設
現
場
で
の
環
境
配
慮

建
設
副
産
物
廃
棄
方
法
の
遵
守



７. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　1）法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

廃棄物処理法

騒音規制法 ・該当する工事の届出、規制値の遵守

振動規制法 ・該当する工事の届出、規制値の遵守

建設リサイクル法 ・分別解体の励行と再資源・再利用化促進

小型家電リサイクル法 ・ﾊﾟｿｺﾝ、携帯電話、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ、CDﾌﾟﾚｰﾔｰ等の適正排出

オフロード法

下水道法 ・該当する工事での公共下水道管理者への届け出

河川法 ・該当する工事での河川管理者への届け出

浄化槽法

建築基準法 ・内装仕上げの規制　　・換気設備及び天井裏等の制限

建築物省エネ法 ・該当する工事の届出

宮崎県・市環境基本条例 ・汚水、廃棄物の処理

　2）環境関連法規の違反・訴訟等の有無

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、関係当局や周辺住民からの違反の指摘や訴訟は、過去３年間ありません。

（2022年9月末現在）

８.代表者による全体の評価と見直し

22

遵守確認済

当社設置の
機器は該当無し

遵守確認済

遵守確認済

　結果だけ見ると目標の未達成項目もあるが、社員全員が取り組んだ環境活動への取組みは
評価できると思う。
　書類（結果）だけで満足しないように、過程を重視し評価・改善により今後も環境経営活動
に取り組む事。

遵守確認済

更新日：
作成者：

2022.11.1
藤田　弘徳

・排出ガス適合機器の使用
・適合シールの貼り付けと確認

遵守確認済

遵守確認済

遵守確認済
・廃棄委託業者との
　契約締結
・マニフェスト管理

遵守状況

・廃棄物委託契約書
　は委託終了後
　5年間保管。

遵守確認済

遵守確認済

適用される法規制 適用される法規制に対する当社の対応

遵守確認済

遵守確認済
・排水基準の遵守　・定期清掃　・法定検査（1回/年）

・保守管理     　 　・定期点検

遵守確認済

・定期点検の実施(7.5kW以上50kW未満は3年に1回以上)

遵守確認済

フロン
排出抑制法

・廃棄時の回収依頼書交付/引取証明受領記録保存

・全ての第一種特定製品（業務用空調機）の3ケ月に1回以上
　の簡易点検実施

遵守確認済



9.環境経営活動状況

高鍋クリーン活動(蚊口浜ビーチクリーン) 2022年7月17日（日）実施

2021年12月３日（金）実施

2022年2月10日（木）・2022年7月15日（金）実施

花守山草刈り作業

2022年6月12日（日）、7月10日（日）、8月7日（日）、9月4日（日）実施

献血

防火訓練

23
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